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1
. は じめ に

平成 1 5 年度技術講習会を ｢ 有限要素法の解析実習と基礎実験｣ とい う講習会タイ トル で機器 ･ 分析

グル ー プ と美観 ･ 実習工 場支援 グル ー プ の 担当で開催 した の で報告 します .

開催日時は
, 平成 1 6 年 1 月 9 日 (金) 1 0 時 - 1 5 時で

, 講習会場は 工学部機械 工学科棟 1 階生体

シ ス テム 工学実験室にお い て開催 した . また
, 本講習会 の 受講者は, 岩 田剛氏, 梅田直明氏, 堀場映次

氏, 前田浩 二氏 , 和藤浩氏の 5 名で した .

内容お よび 実

機械等の設計をする上 で , 構造体の変形や応力の解析をする こ とが重要で ある . そ こ で
,
構造体の形

状が複雑 であるもの で も解析でき る ことや, プ ロ グラ ム 化 したもの を任用すれ ば原理や理論 の 理解なし

に容易に構造体の 変形や応力 の解析をする こ とがで きる有限要素法 プ ロ グラ ム を使用 し, これか ら の 設

計業務等で変形や応力解析等を行うこ とを目的と して
, 有限要素法の 解析実習と基礎実験 ( 実測) の 技

術講習を行 っ た .

本講習会では , 解析 と実測の 対象と して 片持 ちは り ( ア ル ミ板 1 0 0 ×2 0 ×t3) を用い , 自由端 に負荷

する加重を 5k g f の 集中加重としてひずみと最大たわみ ( 変位) 量を求めた . 実測 は, ひ ずみ ゲ
ー

ジと

静ひ ずみ 計によ るひずみ の 測定と , ダイヤ ル ゲ ー

ジに よる最大た わみ (変位) 量の 測定で , 集中加重 5k g f

を負荷 した とき の 実際 の ひずみと最大た わみ ( 変位) 量を求め た . 続 い て, 有限要素法に よる解析 は ,

パ ソ コ ン を用い て 有限要素法プ ロ グ ラ ム を実行 して , 図形定義 で片持ちはり の 寸法 ･ 形状を入 力し, 吹

にア ル ミ板 の 材料デ ー

タ
, 片持ちはり の 拘束条件, 加重条件を入力 乱 有限要素法 によ っ て計算させて

か ら計算結果をパ ソ コ ン画面に出力し有限要素法解析に より ,
ひずみと最大 たわみ (変位) を求め, 実

測と有限要素解析の 結果を比較検討 した . また, 有限要素法プ ロ グラム の サ ン プ ル デ ー タを実行して ,

集中加重を受ける 穴あき円板や
,
U 型部材等の 変形お よび解析結果 を画面表示 し, それぞ れに つ い て 考

察を行 っ た. ( 下図に実習風景を示す . )
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